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著者らは5),一元免疫拡散法 (以下 SRID と
略記)を基準として, レ-ザ-ネフェロメータ









る Alb定量値,色素結合法として BCG 法お
よび BCP法による Alb定量値,免疫学的方













































1. ヒト血清 Albとヒト血清 γ-Glb等量混
液を用いての実験
ヒト血清 Albとヒト血清 γ-Glb等量混液の
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1 2 sR13D 4 5g/dL






















































1 2 sRf3D 4 5 g/dl
図3 SRID と BCP との相関
のが目立った｡































































3 4 5 g/dl







































-3Rで染色 し百分率を求め屈折計法 また は
ビューレット法で総蛋白を定量 し,乗じて求め

















の実験では CAE 総蛋白量法,BCG 法 より
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